褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成１８年　６月　１日（　木　）　　　　　　　　　　開催回数　第　２回

時　間　　１５：００～　１６：００

場　所　　4階ユーティリティ

記録者　　　　杉澤　

出席者

	小坂


	玉田

	杉澤
	横浜　　
	川守田
	濱谷


	小杉

	竹内
	　

	
	
	○
	○
	　明け
	業務
	○
	業務
	


議事録

＜連絡事項＞

今月の褥瘡発生者は1名です。部位は仙骨と大転子部です。

南山苑は褥瘡保有者は2階は７名、3階1名です。

委員対象に褥瘡の勉強会を行います。

1 デザインツールとブレ－デンスケールの評価方法について

2 ラップ療法について

3 褥瘡発生要因

4 褥瘡予防について

時間は15分程度を予定しています。出来る限り参加お願いします。

6月10日、24日に病棟ラウンドを実施します。

内容：褥瘡管理記録用紙を用いて、創部のデザイン評価と写真をとる。

必要物品：個々の診療計画書・筆記用具・デジカメ・定規

時間：病院は15時～　　　南山苑は10時～です。

＜褥瘡評価・検討＞

東病棟

畑中　成夫様　褥瘡部位：右臀部　　　　　　

ブレーデンスケール　20点　　　デザインツール　Ｄ３Ｅ３ｓ１i０Ｇ３Ｎ１Ｐ１　13点

4月は浸出液多く、微熱もみられていたため抗生剤（サマセフ）処方となり内服しており、

生食洗浄も3回/日実施していたが、今月は浸出液も減ってきており、1回/日へ変更となっている。

炎症兆候もみられず、食事も摂取され、体重増減はみられず、血検データも異常値ありません。

浸出液の量を観察しながら、今後も生食洗浄を実施し、感染のコントロールもしていく。

高橋　礼子様　　褥瘡部位：右大転子部

ブレ－デンスケール　１９点　　デザインツール　D４ｅ1ｓ1Ｉ2Ｎ1Ｐ１　１０点

精神症状は安定している。褥瘡の大きな変化はないが、膿汁様の浸出液少量みられている。

食事も各食全量摂取されており、体重の目立った増減はみられていない。今後も継続してケア実施していく。

南病棟

北山　和子様

ブレ－デンスケール　１６点　　デザインツール　Ｄ３e2s1i0g2n0P1　９点

４月は、創部にポケット形成あり、浸出液もみられ、良性の肉芽形成がまったくされていない状態である。精神症状は安定しており、食事も各食全量摂取している。現在処置は１日１回実施。

失禁もみられない。日常生活動作の低下予防のため、出来るだけ移動時は、歩行をうながしていく。

長坂　才次郎様

ブレ－デンスケール　１５点　　デザインツール　仙骨　d2e2ｓ2ｉ1ｇ2ｎ0　9点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左腸骨　d2e2ｓ2ｉ1ｇ1ｎ0　8点

５月２５日　仙骨と左腸骨へ褥瘡発生。全身状態悪化もあり、翌日死亡退院となっている。

